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　元日の朝、西方海水浴場で、恒例の泳ぎ
初めがありました。当日は時折雪がちらつ
く中、小学生から 70代までの 23人が参加。
海岸清掃の後、海の安全や新年の活躍を祈
願し、冷たい海に負けじと元気よく飛び込
みました。泳いだ後は、あつあつのぜんざ
いを食べ、体を温めました。

　元日、恒例の｢藺牟田地区一周新春駅伝大
会｣が開催されました。雪が降る寒い中、７
つの各自治会から選抜された選手が 11区間
で健脚を競いました。この大会に出場する
ために帰省した人や親子で出場した選手が
6組。地域を思う方々に支えられ、53 回目
の大会も無事に終了しました。
【提供】＝同地区コミュニティ協議会

　１月２日（金）、鹿島公民館で鹿島地区コ
ミュニティ協議会主催による｢成人を祝う集
い｣が行われました。当日は、ウミネコ留学
生を含む４人の参加者があり、鹿島小学校
の門の前で保護者と記念撮影。式典では、
近況の報告や成人としての抱負を述べ、大
人としての自覚を新たにしました。
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　12 月 21 日（日）、中福良長寿会｢世代間
交流餅つき大会｣を開催しました。餅つきに
は、地区内のホスト宅にオーストラリアか
らホームステイしているリジー・スノーさ
んにも参加していただきました。｢日本の伝
統行事を学べる大変貴重な体験ができた｣と
喜ばれていました。　　　【提供】＝同長寿会

　12月 19 日（金）、長浜小学校体育館で｢海
星中校区薩摩川内元気塾｣を実施しました。
今回は、｢人に夢と喜びを与えるマジックか
ら学んだこと｣という演題で、大迫元信氏（元
小学校校長）にマジックの実演、講話をして
いただきました。児童らは、生のマジック
を前に、目を輝かせて見入っていました。
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第30回
国民文化祭・かごしま2015

本物。鹿児島県　～文化維新は黒潮に乗って～
　平成27年10月31日（土）から11月15日（日)にかけて、鹿児島県内各
地で国内最大の文化の祭典、「国民文化祭」が開催されます。
　全国各地からアマチュアを中心とした文化団体や愛好者が集まり、
各種文化活動の成果を発表・競演・交流する文化の祭典です。県内43
の市町村において、100を超える催しが各地で繰り広げられます。
　本市主催事業として以下の５事業が開催されます。

【問合先】＝第30回国民文化祭薩摩川内市実行委員会（本庁文化課内）
　　　　　（23）5111（内線 5211・5221）


